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研究成果の概要（和文）：九州離島地区難聴特別支援学級、関東地区の特別支援学校（聾学校）を中核に、地域
の聴覚障害児に対してバーチャルリソースルームを活用した遠隔教育支援を行った。対象はおもに小学校児童で
あった。リソースルームの遠隔授業サイトの機能を利用して、教員間の事前打ち合わせ、授業の実施、教員間で
の授業の振返りという手順を繰り返した。また教育相談サイトを利用して、地域難聴児の育ちに関する日頃の相
談に、聴覚障害教育の専門性がある教員が対応した。さらに遠隔授業サイトを利用して、聾学校児童（聴覚障
害）と小学校児童（健聴）との間の遠隔参加型学年交流を実施した。

研究成果の概要（英文）：We provided distance education support for hearing-impaired children in the 
area using virtual resource rooms, centered on Kyushu remote island district deafness special 
support classes and in the Kanto area (special school for the deaf). Using the functions of the 
remote classroom site in the resource room, we repeated the procedures of pre-interviewing between 
teachers , implementation of classes, and review of classes among teachers. In addition, a teacher 
with expertise in hearing impaired education responded to daily consultations on the development of 
children with local hearing loss using the educational consultation site.

研究分野： 心身障害学
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  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
多地点参加型のバーチャルリソースルームWebサイトを介した教育支援の具体的手法と効果が、遠隔授業、遠隔
教育相談において明らかにさた。本研究で得られた知見は、特別支援学級（難聴学級）に通級している児童、生
徒を含め、全国のインクルーシブ環境下にある聴覚障害児の教育に供することができる。この結果、各校で孤立
している児童生徒の自己効力感が高められ、彼等の主体性及び社会性の向上に結びつくことが期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

現在、特別支援学校（聾学校）、特別支援学級（難聴学級・ことばの教室等）には、通常の学
級に在籍する聴覚障害児に対していっそうの教育支援を行うことが求められている。しかしこ
れらの学校、学級は数が限定されている上に主に都市部に所在するため、離島や僻地のように
交通の便が悪い地域の通常の学級に在籍する聴覚障害児は、都市部の聴覚障害児と同量、同質
の指導、支援を受けることが困難な状況にある（吉田安規良・他：離島における教育現場の現
状報告.琉球大学教育学部紀要,Vol.70,pp.237-261,2007）。このような中、我々は、遠隔地間通
信用テレビ会議システムを利用したバーチャルクラスルームを構築し、聴覚障害教育の専門性
を有する教師が、他校に在籍する聴覚障害児に対して指導を行う試みを実践してきた（石原保
志・他：離島、僻地の聴覚障害児のためのバーチャルクラスルームを介した遠隔指導に関する
研究．科学研究費補助金基盤研究(B)，2009～2012 年度）。バーチャルクラスルームは米国に
おいて多数の事例が報告されているが（Rovai, A.P., Wighting, M.J.:Feelings of Alienation 

and Community among Higher Education Students in a Virtual Classroom,Internet and 

Higher Education,v8 n2,pp.97-110, 2005）、従来のこの手法の活用は高等教育や社会人教育に
限定されており、我々の研究は特別支援教育における初等教育段階での試みとして初めてのも
のであった。この研究を通して、これまで特別支援学校の教師が通級指導、巡回指導で対応し
ていた教育的ニーズの一部（言語指導、コミュニケーション学習、等）について、バーチャル
クラスルームを活用した指導、支援が有効であることを実証したが、一方で、在籍学級におけ
る通常の授業において学習上の著しい困難性があること（音声情報受容の制約）、特別支援学校
（聾学校）や特別支援学級（難聴学級・ことばの教室等）が有する人的資源や教材が学校間で
共有されていない現状が明らかにされた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、平成 24 年度までに構築した聴覚障害児のためのバーチャルクラスルームに加
え、在籍学級における授業の情報保障、自立活動教材の学校間共有、保護者や在籍学級担任が
聴覚障害教育の専門性を有する教師から相談、助言を得るための教育相談を Web 上で実施す
るクラウド環境を構築する。離島、僻地の通常学級に在籍する聴覚障害児とその担任、保護者
が、在籍校に居ながらにして、あたかも自校のリソースルームを利用する如くこのクラウド上
にある教育資源を活用するための具体的要件及び教育活動の効果を明らかにすることが、本研
究の目的である。 

 

３．研究の方法 

まず本研究の実施を目途とした教育支援ネットワーク（大学、小中学校、特別支援学校の教
員で構成）を形成し、指導体制を整備する。また全国の通級指導担当教員を対象としたニーズ
調査を実施し、指導対象児童、生徒及び現地支援者（教員）を選定する。 
これらの準備を整えた後、障害認識の萌芽と自己効力感の向上を目的としたバーチャルクラ

スルームによる遠隔指導、支援、教育相談を実施する。指導等の実践を通して、教材を作成し
指導法を考案するとともに、web サイトの再構築、送受信環境・情報保障環境の改善をはかる。
指導実施前後に、学習者、教員、保護者を対象に質問紙、面接による調査を行い、指導、支援
の効果を検証する。 

 
４．研究成果 

１）ニーズ調査 

 (1)方法 

対象：全国公立学校難聴・言語障害学級設置校一覧（全国公立学校難聴・言語障害教育研究
協議会,2013）に記載されている学校 2650 校に調査を依頼し、学級、教室を担当している教員
による回答を求めた。 

手続き：2015 年 3 月に、郵送による質問紙調査を行った。調査項目は、学級、教室の実態
に関する設問 6 項目、遠隔指導、支援に関する設問 3 項目であった。 

  (2)結果 

対象校のうち 1051 校から回答を得た（回収率 39.7％）。 

図１は障害児の指導、支援において課題となっていることがらを示している（多肢選択）。回
答校の半数以上が、教員の指導法に関する知識、技術の不足をあげていた。 

児童、生徒の通学の問題（交通、距離等）をあげた学校は 10％程度にとどまったが、これは
学級、教室が抱えている課題が、交通の便を含めた地理的環境にあまり関わりがなく、全国的
に共通した傾向があることを示していると考えられる。 

 



 

図１ 教育、支援における課題 
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図２ 遠隔支援に対する期待内容 

 

図２は、バーチャルリソースルームが想定している(一部実施中)教育支援の利用希望を尋ね
た設問（多肢選択）の回答を示している。言語指導、発音指導等に関する教材の提供は 60％以
上と最も多く、直面している児童、生徒の指導に直接結びつく内容を、遠隔支援に対して期待
する教員が多いことが分かる。また 40％程度の学校が教員に対する専門的助言をあげており、
現場で課題となっている「教員の指導法に関する知識、技術の不足（Fig. 1）」を改善する方策
が求められている様子がうかがえる。 

(3)考察 

 インクルーシブ教育が推進される中、特別支援学級及び通級指導教室で指導、支援を受ける
聴覚障害、言語障害の児童、生徒数は増加の一途を辿っている（文部科学省,2014）。しかしこ
れらの学級、教室は教員の専門性をはじめとした課題を有しており、それに対する改善の方策
として、遠隔テレビ会議システムを利用した学校間、教員間の連携や専門機関による支援は有
用であろう。 

 

２）研究実施のための学校間ネットワークの構築 

図３に示す教育支援ネットワークを形成した。これまでの研究（石原保志・他：テレビ会議
システムを活用した聴覚障害教育支援．電子情報通信学会信学技報，ET2009-107，pp.19-24，
2010）で構築してきた筑波技術大学、鹿児島大学と鹿児島県および長崎県の難聴通級指導教室
（20 校程度）との連携体制に加え、関東地区において特別支援学校（聾学校）の地域支援部が
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実施している特別支援学級、通級指導教室を対象とした県内組織間連携ネットワークにおいて、
バーチャルリソースルーム web サイトを活用した遠隔教育支援を行う体制を整備した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ バーチャルリソースルームによる教育支援ネットワーク 

 
３）バーチャルリソースルームの実施 

⑴ Web サイトの再構築と利用環境の整備 

2014 年度～2015 年度にかけて、試行版 Web サイトの再構築のため、ニーズの高い情報保障
に関する機能を強化するための、利用環境の整備を行った。具体的には、文字情報を送受信す
るためのルーター、文字情報を提示するためのタブレット PC 等の通信、表示機器を整備した。
またバーチャルリソースルームの通信環境調査と機器環境整備のため、長崎県、長野県、千葉
県の特別支援学級、通級指導教室からの依頼により、調査、整備を行った。2016 年度には、バ
ーチャルリソースルームを利用している学校、学級の中、校内の教室移動等に伴ってネットワ
ーク環境を変更しなければならない状況が生じた学校について、通信機器の変更（モバイルル
ーターの利用）等の通信環境の再整備を行った。また通信環境の再整備にともない、バーチャ
ルリソースルームの利用に際して、OS 等の更新が必要な端末機器について、新たな PC また
はタブレット端末に変更する等の措置を講じた。 

⑵ バーチャルリソースルームによる教育支援の実施内容と効果 

⑶ 鹿児島県、長崎県、長野県、千葉県の特別支援学校（聾学校）、難聴特別支援学級の教員
が中心となり、各県の離島、僻地の聴覚障害児（おもに難聴通級指導教室、言語障害通
級指導に通級している児童）に対して、バーチャルリソースルームを活用した遠隔教育
支援を行った。 

⑷ 千葉県では特別支援学校と難聴特別支援学級との遠隔参加型授業を毎週１回、実施した。
対象児は小学校低学年児童であった。リソースルームの遠隔授業サイトの機能を利用し
て、教員間の事前打ち合わせ（学習内容の説明等）、授業の実施（テーマ別しりとり、わ
くわく日記、調べたこと発表、手作りクイズ、お母さんからの伝言等）、教員間での授業
の振返りという手順を繰り返した。また教育相談サイトを利用して、地域難聴児の育ち
に関する日頃の相談（例：保護者からの相談「子供への接し方」、他教員からの相談「聴
覚障害の理解」等）に、聾学校教員が対応した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４ バーチャルリソースルームで活用した教育資源（専用 Web サイト） 



遠隔授業支援を受けた難聴特別支援学級からは、「・授業中、児童に投げかけられる言葉を聞
くことが勉強になる。／・授業後に児童や保護者への支援の仕方についてアドバイスを得るこ
とで日々の指導、支援に生かすことができている。／・難聴学級担任は不安だったが自信がも
てるようになってきた。」といった意見が出された。遠隔教育相談を受けた保護者からは、「・
日々の悩みを一人で抱え込まず専門的な立場で話を聞いていただくことができ心の支えになっ
ている。」という声が聞かれた。さらに遠隔授業サイトを利用して、聾学校児童（聴覚障害）と
小学校児童（健聴）との間の遠隔参加型学年交流を実施した。小学校の総合学習（福祉）で、
聴覚障害について調べるというテーマを与え、遠隔交流の中で小学校児童が聾学校児童に画面
上で質問し、聾学校児童がこれに回答するといったやりとりが展開された。この交流を担当し
た教員の児童観察から「同じ場にいるようにお互いに心を通わせることができる。／聾学校児
童は、離れていながらパソコン画面を通して顔を合わせて小学校児童の質問に答えることがで
き自信につながる。」といった効果が報告された。 

 

４）今後の課題 

本研究は聴覚障害児・者を対象としたものであるが、他障害においても、移動困難や通常の
教室での学習活動が困難な児童、生徒が数多く存在する。このような中で、過去に本研究の協
力者であった元聾学校（特別支援学校（聴覚障害））で現在、病弱児を対象とする特別支援学校
に勤務している教諭から、甲信越地区における特別支援学校（病弱）において、院内通級を余
儀なくされている児童、生徒に対して、本研究の遠隔指導システムが利用できないかという相
談を受け、同校の管理職ならびに指導担当者との協議を開始した。 
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